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村嶋貴之 教授

ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ学部生命化学科

ﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝの合成、機能性材料、液晶、
導電性透明ｼｰﾄ、静電気防止ｺｰﾄ電導性材料の機能複合化

機能性ﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝ機能性ﾎﾟﾘﾏｰの合成と物性

●特徴
血液中のﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ（ﾋﾟﾛｰﾙが四角形に並んだ環状構

造の中心に、鉄ｲｵﾝが配座した錯体）による酸素の運
搬、植物のｸﾛﾛﾌｨﾙによる光合成など生体の中でﾎﾟﾙﾌｨ
ﾘﾝは、重要な役割を担っている。このﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝを合成
して、新しい機能性材料に使えないかどうかを研究
対象にしている。

●研究内容
有機物は本来電気を通さないが、特別な構造では

電気伝導性が発現し、有機電導性物質となる。

ﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝ、核酸、液晶、導電性ｼｰﾄ、導電性ｺｰﾄ
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図 共役拡張ﾋﾟﾛｰﾙと水溶性ﾍﾞﾝｿﾞﾎﾟﾙﾌｨﾝ

ﾋﾟﾛｰﾙ4個で環状構造を持つﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝ、ﾋﾟﾛｰﾙ100個でﾎﾟ
ﾘﾋﾟﾛｰﾙを作ると有機電導性（電子の欠損部分が次々
に移動して電子の流れを作る即ち電導性となる）が
生じる。
ある構造を持つﾎﾟﾘﾋﾟﾛｰﾙは透明であり、半導体程

度に電気を通すことが出来るので、静電防止のｺｰﾄや、
電子部品の梱包材料として使える。
ﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝは、ﾃﾞｨｽｺﾃｯｸ液晶の原料にもなりうるが、

構造をさわることでその動作温度（通常は70℃以
上）を-30から100℃に設定することが出来、室温動作
が可能となった。


